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第 7 回 中央区自治協議会 会議概要 
開催日時 令和 7 年 3 月 19 日（水） 午後 3 時 00 分から午後 4 時 00 分まで 

会  場 中央区役所 5 階 対策室 

出 席 者  

委 員 

渡辺（雅）委員、玉木委員、豊島委員、米倉委員、上之山委員、 

唐沢委員、伊藤委員、野澤委員、樋口委員、山岸委員、鈴木委員、 

⾧谷川委員、井上委員、小林(栄)委員、渡邊（俊）委員、小林(寿)委員、 

田中委員、渡部委員、佐藤委員、八木委員、高橋委員、土田委員、 

小奈委員、森本委員、松川委員、桐生委員、若木委員、北川委員 

出席 28 名 

欠席 4 名 

（髙田委員、吉岡委員、寺井委員、髙見委員） 

 

事務局・説明者  

［新潟市教育委員会］教育支援センター所⾧、中央図書館⾧、中央公民館⾧ 

［中央区役所］ 区⾧、副区⾧、窓口サービス課⾧、健康福祉課⾧、保護課⾧、 

建設課⾧、地域課⾧、地域課⾧補佐 

 

議 事 １ 開会 
 

○ 会議の成立について 

委員 32 名中 28 名出席のため、規定により会議は成立 

 

 

２ 議事（議⾧＝佐藤会⾧） 

 
（１）令和 6 年度 中央区自治協議会提案事業 事業評価書について 

（資料 議 1-1 1-2 1-3 1-4） 
 

    〇 部会活動報告と関連する内容であるため、一括で説明を行いました。 

 

〇 「第 1 部会」松川部会⾧・土田委員、「第 2 部会」米倉部会⾧、「第 

3 部会」田中部会⾧、「第 4 部会」唐沢部会⾧より、「令和 6 年度 

中央区自治協議会提案事業 事業評価書」についての説明及び部会活 
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動報告があり、事業評価書について、各部会作成案のとおりで内容を

確定しました。 

 

 樋口委員より、第 1 部会の取り組みを主導したのは土田委員であ

り、若い人の考え方は大変貴重で、有意義な活動ができたと意見が

ありました。 

 田中委員より、第 3 部会では、退任する佐藤会⾧から、自治協議会

の活動は任期が短く、継続性・進展に課題があると指摘があり、今

後も継続的に取り組んでいくことが重要であることを改めて認識し

たと意見がありました。 

 松川委員より、若い方の意見を聞くことで新たな発見があったと意

見がありました。 

 米倉委員より、第 2 部会が作成した地震アンケート結果まとめの

「指定緊急避難場所」と「指定避難所」の違いを解説したページに

ついて説明がありました。 

 小林（栄）委員より、自治協議会だより編集部会では、全員が積極

的に意見を出し合い、より良いものを作り上げたと報告がありまし

た。 

 

（２）中央区自治協議会委員推薦会議運営要綱の一部改正について 

（資料 議 2） 

 

○ 佐藤会⾧より、中央区自治協議会委員推薦会議運営要綱の一部改正に

ついて説明があり、承認されました。 

 

 

3 報告 

ʷʷʷ委員活動報告ʷʷ  ̫

（１）部会からの報告について（資料 報 1-1 1-2 1-3 1-4） 

○ 議事（１）であわせて説明。 

 

ʷʷʷ各所管課からの説明（報告）ʷʷ  ̫

（２）令和 7 年度 中央区予算の概要について（資料 報 2） 

 

○ 総務課⾧より、令和 7 年度中央区予算の概要について説明がありま
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した。 

 

 松川委員より、越後線高架下利用促進事業に関して、遊具や標識の

デザインなどに民間の意見を取り入れた公園整備をすることで、公

園に親しみを持って地域として盛り上げていくことができるのでは

ないかと提案がありました。総務課⾧より、今後の整備にあたり、

可能な限り意見を反映していくと回答がありました。 

 佐藤会⾧より、区自治協議会提案事業の予算 134 万円は少ないので

はないかと意見がありました。区⾧より、令和 7 年度は第 10 期の

1 年目であり、テーマ検討の段階であるため、このような予算規模

になっていると回答がありました。 
 

 

４ その他 

 

（１）委員からのお知らせ 

○ 松川委員より、「アプリでバス無料デー」についてお知らせがありま

した。 

○ 鈴木委員より、豊照地区では 4 小学校の統廃合を経て、現在は旧豊

照小学校の跡地活用について、地域課や県・市議会議員と連携しなが

ら取り組んでいると報告がありました。 

○ 若木委員より、現在、「新潟市の公共交通を考える会」が開催したワ

ークショップの資料をまとめていると報告がありました。 

 

 

５ 閉会 

 
県議・市議 4 名 

傍 聴 者  2 名 

報 道 機 関  0 社 
 


